
                                                                            　　瀬田地区オフィス（瀬田キャンパス２号館２階）が、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008 年 2 月 18 日、正式にオープンしました。「大津エン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　パワねっと構想」の全体をになう、この学内オフィスは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時に瀬田地区での拠点をかねることになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日は特別講演として、瀬田東学区まちづくり推進会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議の高橋三喜男氏に「瀬田東学区の歴史と現状について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　という題目で、地域の移り変わりを説明していただきまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。40、50 年前の昔の写真をふんだんに用いたご講演は、
印象的で親しみやすいものでした。参加者の皆さんは、遠い昔に思いを馳せるとともに、その間の
地域の大きな変貌に驚かれていた様子でした。高橋氏は、「瀬田は大阪や京都で働く人のベッドタ
ウンのように思われがちだが、まだまだ緑がたくさんあり、伝統もある地域だ。うまく残していけ
るように大津エンパワねっとと協力して活動していきたい」と締めくくられました。
　講演後、お越しいただいた地域の皆さんと懇親会を行いました。そこに、本学教職員、学生さん
も参加して、和気あいあいの楽しい会になりました。すでに踏み込んだ議論を交わされている方々
もちらほら。参加者皆さんの地域にたいするあつい思いを感じとることができました。今後の活動
のひろがりと発展が期待されます！

大津エンパワねっとオフィス・瀬田オフィス事務所開きの集い

エンパワねっとNEWS

〒520-2194
滋賀県大津市瀬田大江町横谷1-5
龍谷大学瀬田キャンパス内
大津エンパワねっとオフィス（2-202教室）
TEL:077-543-7691 　FAX:077-543-7615
【ホームページ】
http://www.soc.ryukoku.ac.jp/gp/index.html

瀬田東学区まちづくり推進委員会の高橋三喜男氏

町家でほっこり・・・。大津まちあるき

町家キャンパス「龍龍（ロンロン）」での講義の様子

           2008 年 1 月 12 日（月）、朝 10 時半から、大津市の
中央地区にある町家キャンパス「龍龍」（ロンロン）で、『大
学と地域をつなぐ特別講義Ⅰ　町家のある風景～ほっこり
大津まちあるき～』が開催され、社会学部の 4 学科から 16
名の学生が参加しました。講義では、「大津まちなか元気回
復委員会」の別所昭和さんに、ボラティア活動を展開する
うえでの大切なポイント、そして「大津まちなか元気回復
委員会」の仕組みやこれまでの活動等についてお話しをう
かがいました。「町家で市民ティーチャーの方から地域づく
りについて学ぶ」という初めての経験に、メモをとりなが
ら真剣に耳を傾けていました。午後からは、別所さんをリー
ダーに、町歩きに出かけました。「大津の町家を考える会」
の活動拠点である「百町館」、「大津祭 曳山展示館」、「社会
教育会館」、浜大津「明日都」などを順番に訪ねながら、町
家がたくさん残る中央地区の町並みを見学しました。充実
した一日でした !参加者全員で記念撮影！！



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008 年 2 月 19・20 日、横浜にある 「パシフィコ横浜 会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター」で、「平成 19 年度大学教育改革プログラム合同　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フォーラム」が開催されました。本フォーラムは、文部科学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省が実施している 9 つの教育改革プログラムに採択された全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国の大学 ( 大学院を含む )・短期大学・高等専門学校が一同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に集まり、それぞれの取組について他の大学等の取組の参考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となるようにすること、そして広く社会へ公表することを目的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に催されました。教育改革プログラムのひとつ「現代的教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニーズ取組支援プログラム (現代GP)」に採択された龍谷大学
の「大津エンパワねっと」も、ポスターセッション (2月10日 ) に参加しました (ブログでも少し触れました )。
 写真は、ポスターの掲示等の準備を終えた、龍谷大学のブースです。むかって左は長上深雪学部長、右は
代表の筒井のり子教授です。今回は、この写真を撮影した私、脇田も含めて3名で参加しました。ポスター
セッションでは、他大学の多くの皆様に関心をもっていただけたように思います。特に、これから 教育改革
プログラムに応募しようとお考えの大学の教員や職員の皆様からは、熱心な質問がありました。また、近隣
の大学の教員の皆さんからは、「ぜひ、積極的に交流しましょう」とのエールもいただきました。
     今回の合同フォーラムには、社会学部の「大津エンパワねっと」以外にも、大学院・理工学研究科の「東
洋の倫理観に根ざした国際的技術者養成　龍谷大学北米拠点とカリフォルニア大学テービス校との国際教
育連携プログラム」や、法学研究科・経済学研究科（社会学研究科も一部参加）の共同運営コースである
「NPO・地方行政研究コース」もポスターセッションに参加しました。

　　　　　　　　　　　　　　　大津エンパワねっと

　　　　　　　　　　　　　　　推進委員の脇田先生

　　　　　　　　　　　　　　　が大津エンパワねっ

　　　　　　　　　　　　　　　とをＰＲすべく『Ｎ

　　　　　　　　　　　　　　　ＨＫ大津放送局「お

　　　　　　　　　　　　　　　うみ発６１０」』と

いうニュース番組に出演されました。大津エンパワ

ねっとの取り組み内容、今までに行った授業や今後の

展開などについて説明をおこないました。テレビをみ

た学生からは「とてもわかりやすくてイメージがわき

ました。おもしろそうですね」との感想がよせられま

した。また、これまでの取り組みについての新聞記事、

大津の地域活動に関する新聞記事等については、「大

津エンパワねっとオフィス」でできる限り情報収集し

ていきます。ＨＰにも随時ＵＰ予定ですのでこちらも

チェックしてくださいね。

ポスターセッションTOPICS

NHK放送局で
大津エンパワねっとをPR！

ポスターセッションでの「大津エンパワねっと」のブース

第1回　大津エンパワねっとフォーラム
広報 告知

地域づくりって何だろう？
～「大津エンパワねっと」の可能性をさぐる～

 2008 年 3 月 22 日（土）13：30 ～ 16：30

 6 号館プレゼンテーション室
◆ 参加費：無料
◆ 対象：地域づくりに関心のある方

【プログラム】
□ 基調講演　13：40～
南野佳代子氏 （「ザ・淀川」「ザ・おおさか」編集長）
□ パネルディスカッション　14：40～
南野佳代子氏
別所昭和氏・高橋三喜男氏・山口浩次氏
コーディネーター  筒井のり子

077-543-7691【大津エンパワねっとオフィス】
【お問い合わせ・参加申し込み】

＜編集人のひとりごと＞
は～るよ来い♪はーやく来い！某W先生とメタボだるまを作った日からだいぶ経つというのにまだキャンパスに雪が残っていま
す。H19年度ももう終わり･･･H20年度は飛躍の年！多くの学生さんの記憶にのこる取り組みにしたいですね☆4月にはひこにゃ
んに変わる「ゆるキャラ」としてメタボ君が話題になっているといいなぁ。メタボ君に代わるチャーミングな愛称も募集中です
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